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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年２月期の連結業績（平成26年３月１日～平成27年２月28日） 
（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
27年２月期 143,005 △3.0 7,753 △26.4 8,253 △25.2 4,165 △28.8 

26年２月期 147,423 △1.9 10,531 △14.5 11,027 △15.9 5,847 △18.2 
 
（注）包括利益 27年２月期 5,041 百万円 （△27.6％）   26年２月期 6,961 百万円 （△21.8％） 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
27年２月期 106.79 106.50 5.5 6.1 5.4 
26年２月期 148.08 147.74 7.9 8.2 7.1 

 
（参考）持分法投資損益 27年２月期 － 百万円   26年２月期 － 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
27年２月期 133,922 82,273 56.9 1,974.36 
26年２月期 134,628 82,802 56.8 1,936.82 

 
（参考）自己資本 27年２月期 76,242 百万円   26年２月期 76,483 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 
27年２月期 974 △4,507 △5,445 42,993 
26年２月期 4,993 △1,266 △3,604 51,972 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
26年２月期 － 30.00 － 40.00 70.00 2,764 47.3 3.6 
27年２月期 － 35.00 － 35.00 70.00 2,719 65.6 3.6 
28年２月期（予想） － 35.00 － 35.00 70.00   53.1   
 
３．平成28年２月期の連結業績予想（平成27年３月１日～平成28年２月29日） 
  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 72,660 △1.1 5,109 6.1 5,250 3.4 2,886 4.4 74.74 

通期 142,377 △0.4 9,201 18.7 9,504 15.2 5,090 22.2 131.82 

 



注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 
 (注) 詳細は、添付資料Ｐ.21「４．連結財務諸表（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」を

ご覧下さい。 
 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年２月期 41,609,996 株 26年２月期 41,609,996 株 

②  期末自己株式数 27年２月期 2,993,554 株 26年２月期 2,120,907 株 

③  期中平均株式数 27年２月期 39,011,093 株 26年２月期 39,488,804 株 
 

 
（参考）個別業績の概要 
１．平成27年２月期の個別業績（平成26年３月１日～平成27年２月28日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
27年２月期 103,615 △3.4 7,730 △18.0 8,543 △17.8 4,929 △20.9 
26年２月期 107,220 △1.0 9,425 1.6 10,395 2.4 6,231 10.0 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 
27年２月期 126.37 126.03 
26年２月期 157.82 157.46 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
27年２月期 102,415 68,385 66.6 1,767.26 
26年２月期 103,381 67,487 65.2 1,706.11 

 
（参考）自己資本 27年２月期 68,245 百万円   26年２月期 67,372 百万円 
 
２．平成28年２月期の個別業績予想（平成27年３月１日～平成28年２月29日） 
  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 
 

  売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 53,774 △1.1 5,247 △1.9 3,117 △0.0 80.74 

通期 104,000 0.4 9,300 8.9 5,467 10.9 141.60 
 
 
※  監査手続の実施状況に関する表示 

 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、連結財務
諸表に対する監査手続が実施中です。 

 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事
項等については、添付資料Ｐ.２「１．経営成績・財政状態に関する分析（１）経営成績に関する分析」をご覧くだ
さい。 

 



○添付資料の目次

 

１．経営成績・財政状態に関する分析 …………………………………………………………………………………… 2
（１）経営成績に関する分析 …………………………………………………………………………………………… 2
（２）財政状態に関する分析 …………………………………………………………………………………………… 4
（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 …………………………………………………………… 6
（４）事業等のリスク …………………………………………………………………………………………………… 6

２．企業集団の状況 ………………………………………………………………………………………………………… 7
３．経営方針 ………………………………………………………………………………………………………………… 8
（１）会社の経営の基本方針 …………………………………………………………………………………………… 8
（２）目標とする経営指標 ……………………………………………………………………………………………… 8
（３）中長期的な会社の経営戦略 ……………………………………………………………………………………… 8
（４）会社の対処すべき課題 …………………………………………………………………………………………… 8

４．連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………………… 9
（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………… 9
（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………… 12

連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………………… 12
連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………………… 14

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………………………… 15
（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………………… 17
（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………………… 19

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 19
（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） ………………………………………………………… 19
（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 21
（未適用の会計基準等） …………………………………………………………………………………………… 21
（追加情報） ………………………………………………………………………………………………………… 21
（連結貸借対照表関係） …………………………………………………………………………………………… 22
（連結損益計算書関係） …………………………………………………………………………………………… 22
（連結包括利益計算書関係） ……………………………………………………………………………………… 24
（連結株主資本等変動計算書関係） ……………………………………………………………………………… 25
（連結キャッシュ・フロー計算書関係） ………………………………………………………………………… 26
（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 27
（１株当たり情報） ………………………………………………………………………………………………… 31
（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 31

５．個別財務諸表 …………………………………………………………………………………………………………… 32
（１）貸借対照表 ………………………………………………………………………………………………………… 32
（２）損益計算書 ………………………………………………………………………………………………………… 35
（３）株主資本等変動計算書 …………………………………………………………………………………………… 37

６．その他 …………………………………………………………………………………………………………………… 39
（１）役員の異動 ………………………………………………………………………………………………………… 39
（２）販売の状況 ………………………………………………………………………………………………………… 39

 

- 1 -

㈱チヨダ (8185)         
平成27年２月期　決算短信



１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

（当連結会計年度の経営成績）

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和等により、企業業績や雇用情勢・所得環

境の改善が見られましたが、消費税率引き上げや物価上昇に伴う消費マインドの低下により個人消費は低迷し、依然

として先行き不透明な状況にあります。 

当社グループが属する靴・衣料品小売業界におきましても、消費者の必要なもの以外は買わないという節約ムード

が強く、仕入価格の高騰や電気料金の値上がりといったコストの上昇も重なり、厳しい環境となっております。 

このような状況下、当社グループは、「その声をカタチに」をスローガンに、店舗の改装や業態変更を積極的に実

施し、それぞれの立地条件に対応したマルチフォーマット政策を推進いたしました。また、お客様のニーズやマーケ

ット環境の変化を捉え、全国横断的に商品カテゴリーごとのブランド構成比の見直しを実施いたしました。 

特に、女性の声をカタチにすることを重点取り組み課題としてまいりました。例えば、ベビーカーを押しながら快

適に買い物が出来る通路幅の確保、店内全体が見渡せる低い什器への変更、ハンドバッグを置けるように配慮した試

し履き用ベンチの導入、外反母趾にやさしいパンプス等のプライベートブランド商品開発、女性向けスニーカーの品

揃え拡充、女性向け雑貨コーナーの新規展開を実施いたしました。 

しかしながら、天候不順に伴う季節商品販売の不振、消費税増税や仕入価格上昇分の販売価格への転嫁が遅れたこ

と等から、売上は前期を下回り、売上総利益率も低下いたしました。 

以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高143,005百万円（前年同期比3.0％減）、営業利益7,753百万円（同

26.4％減）、経常利益8,253百万円（同25.2％減）、当期純利益4,165百万円（同28.8％減）となりました。 

 

セグメント別の業績の概要は次のとおりであります。 

 

＜靴事業＞ 

靴事業におきましては、主力業態である「東京靴流通センター」と「シュープラザ」の店舗コンセプトを明確に分

ける「店舗のリポジショニング」を推進いたしました。「東京靴流通センター」は、地域生活に密着した品揃えと生

活者目線の売場作りを推進し、「シュープラザ」では、ブランド提案や商品の機能訴求を中心とした販売を強化し、

高単価商品の品揃えも拡大してまいりました。また、新たな店舗フォーマットとして、駅前・商店街型で、ナショナ

ルブランドとプライベートブランドをバランスよくセレクトし、日常のオシャレを提案する「シューズ・パレッ

タ」、衣料品事業「マックハウス」との共同出店、大型商業施設向けに開発した「ＳＨＯＥ・ＰＬＡＺＡ ｐａｒ

ｋ」の展開を開始し、立地別に対応する業態推進をしてまいりました。また、訪日外国人観光客の増加を受け、都心

や観光地にある店舗の免税店登録、外国人向け店内ＰＯＰの拡充、海外のフリーペーパーへの広告出稿等を実施いた

しました。 

商品面につきましては、お客様のニーズやマーケットの状況をより的確に捉える「マルチブランド・マーチャンダ

イジング戦略」を推進し、商品カテゴリーごとに、ナショナルブランドとプライベートブランドの構成比を最適化す

べく、ブランド戦略を見直してまいりました。スニーカー部門では、グローバルブランド商品の取り扱いを増加さ

せ、それらは好調に推移いたしました。紳士靴や婦人靴部門では、プライベートブランド商品の機能性向上をテーマ

とし、本革の超軽量紳士靴「ハイドロテック・ウルトラライト」、屈曲性を大幅に向上させた「ハイドロテック・ブ

ルーコレクション」、外反母趾に優しい設計の「バイオフィッター・キレイウォーク」、超軽量スニーカー「セダー

クレストライト」等軽さや履き心地を追求した商品が、全体を牽引いたしました。 

しかしながら、円安の影響から低価格帯商品の品揃えが縮小し、天候不順の影響も重なって、ブーツやレディース

サンダルといった季節商品の販売が落ち込み、靴事業全体の売上は前期を下回って推移いたしました。さらに、消費

税増税分の販売価格への転嫁が遅れたことにより、売上総利益率も低下いたしました。 

出退店につきましては、当社は、新業態の店舗を含め計39店舗を出店し、一方で、不採算店舗の閉鎖も積極的に行

い、52店舗を閉店いたしました。㈱アイウォークは、６店舗を出店し、５店舗を閉店いたしました。これらにより当

連結会計期間末の店舗数は1,134店舗（前連結会計年度末比12店舗減）となりました。 

以上の結果、靴事業の売上高は107,054百万円（前年同期比3.3％減）、営業利益は7,570百万円（同19.0％減）と

なりました。 
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＜衣料品事業＞ 

衣料品事業におきましては、既存店売上の改善を最重要課題と位置付け、営業改革・商品改革・販促改革による三

位一体の改革に取り組んでまいりました。 

営業改革につきましては、営業エリア編成を細分化することで、営業マネージャーによるきめ細かな店舗指導を行

い、競い合う強いチーム作りにも取り組んでまいりました。 

商品改革につきましては、調達コスト削減と在庫効率の向上を目的とし、単品大量発注による集中販売を実施いた

しました。プライベートブランド商品の強化では、「Ｎａｖｙ」を主力ブランドと位置付け、軽量でソフトなストレ

ッチニットを使用した新感覚デニム「Ｎａｖｙ ＲＵＮ ＤＥＮＩＭ」、実需型の機能インナー「マックヒートクリー

ミータッチインナー」、ダウンをしのぐ暖かさの「マックヒートアウター」、光発熱機能の「マックヒート裏ボア」

などを重点販売いたしました。 

販促改革につきましては、従来のチラシ主体の販売促進から、新聞掲載によるマスプロモーション及び、費用対効

果の高いモバイルを使用した販売促進に主軸を移しております。期初に約40万人であったアクティブモバイル会員数

は、期末時点で約140万人と大幅に増加いたしました。 

しかしながら、レディース商品のトレンド対応不足による販売落ち込みや、天候不順による販売時期のずれなどか

ら、衣料品事業全体の売上は前期を下回り、売上総利益率も低下いたしました。 

なお、約330店舗で展開したライフスタイル雑貨につきましては、出店立地等により店舗間の販売力格差が大き

く、約200店舗に展開を縮小いたしました。 

出退店につきましては、ショッピングセンターを中心に43店舗を出店し、45店舗を閉店いたしました。これらによ

り、当連結会計期間末の店舗数は480店舗（前連結会計年度末比２店舗減）となりました。 

以上の結果、衣料品事業の売上高は35,951百万円（前年同期比2.2％減）、営業利益は202百万円（同82.3％減）と

なりました。 

 

（次期の見通し）

雇用情勢や所得環境に改善が見られ、平成27年10月に予定されていた消費税増税の延期も決定され、また、訪日外

国人観光客も増加基調であることから、国内の消費環境は緩やかに回復することが予想されます。 

このような状況を踏まえ、当社グループは、客数の回復を最大の課題とし、営業、商品、販売促進の改革を遂行し

てまいります。 

営業面では、業態変更や改装を引き続き積極的に実施し、「立地対応型の店舗業態政策」を推進いたします。ま

た、外国人観光客対策の強化も図ります。地域に合った店舗政策で出店を強化してまいります。 

商品面では、プライベートブランド商品の機能性向上を図り、新たなシリーズも積極的に追加いたします。一方

で、人気グローバルブランド商品の品揃え充実も図り、プライベートブランドとナショナルブランドを最適なバラン

スで共存させる「ハイブリッド政策」を推進いたします。また、低価格帯商品の品揃えも拡充いたします。これら

を、ＭＤ統括室を中心として、本社主導で全国横断的に推進してまいります。 

販売促進では、プロモーションから売場演出、従業員の商品知識までの連動をテーマとし、プライベートブランド

のブランディング強化を図ります。 

以上により、平成28年２月期の連結業績見通しは、売上高142,377百万円（前年同期比0.4％減）、営業利益9,201

百万円（同18.7％増）、経常利益9,504百万円（同15.2％増）、当期純利益5,090百万円（同22.2％増）を見込んでお

ります。 
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(2）財政状態に関する分析

（資産の状況）

当連結会計年度末における当社グループの総資産は、133,922百万円（前年同期比0.5％減）となりました。

流動資産は87,725百万円（前年同期比1.0％減）となっております。これは、主として現金及び預金が49,457百万

円（前年同期比10.3％減）となったこと、商品が33,415百万円（同16.0％増）となったことによるものであります。

固定資産は、46,196百万円（前年同期比0.5％増）となっております。これは、主として投資有価証券が8,558百万

円（前年同期比19.1％増）となったこと、敷金及び保証金が16,407百万円（同4.9％減）及び繰延税金資産が2,867百

万円（同10.0％減）となったことによるものであります。

 

（負債の状況）

当連結会計年度末における負債合計は、51,648百万円（前年同期比0.3％減）となりました。

流動負債は、40,377百万円（前年同期比8.3％増）となっております。これは、主として支払手形及び買掛金が

17,057百万円（前年同期比14.7％増）となったことによるものであります。

固定負債は、11,270百万円（前年同期比22.5％減）となっております。これは、主として退職給付信託へ4,000百

万円を拠出したことに伴い、退職給付引当金（退職給付に係る負債）が減少したことによるものであります。

 

（純資産の状況）

当連結会計年度末における純資産は、82,273百万円（前年同期比0.6％減）となりました。これは、主として自己

株式が5,521百万円（前年同期比56.9％増）となったことによるものであります。自己資本比率は56.9％（前年同期

比0.1ポイント増）となっております。

なお、当社単体の純資産は、68,385百万円（前年同期比1.3％増）となり、自己資本比率は66.6％（同1.4ポイント

増）となっております。
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キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は974百万円（前年同期比4,019百万円減）となりました。 

これは、主に税金等調整前当期純利益が7,662百万円（前年同期比3,059百万円減）となったこと及びたな卸資産の

増加額が4,598百万円（同3,201百万円増）となったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は4,507百万円（前年同期比3,240百万円増）となりました。 

これは、主に定期預金の預入による支出が3,400百万円（前年同期比3,400百万円増）となったこと及び有形固定資

産の取得による支出が1,415百万円（同104百万円増）となったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は5,445百万円（前年同期比1,841百万円増）となりました。 

これは主に自己株式の取得が2,001百万円（前年同期比1,999百万円増）となったことによるものであります。

（キャッシュ・フロー指標の推移）

 
平成23年 
２月期

平成24年 
２月期

平成25年 
２月期

平成26年 
２月期

平成27年 
２月期

自己資本比率（％） 52.1 52.9 54.4 56.8 56.9

時価ベースの自己資本

比率（％）
38.7 46.1 60.5 58.4 80.2

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率（年）
0.7 0.4 0.3 0.6 3.2

インタレスト・カバレ

ッジ・レシオ（倍）
71.4 132.7 194.7 101.9 21.6

（注）１．各指標の算出方法は次のとおりであります。

・自己資本比率：自己資本／総資産

・時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

・キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

・インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

２．いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

３．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

４．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

５．有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としていま

す。
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(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、利益配分につきましては、将来の社内構造改革及び設備投資に必要な内部留保を確保しつつ、近年の資本

市場の動向に鑑み、配当が株主様への利益還元の重要な手段であるとの認識を持ち、安定配当主義に加え、配当性向

主義を導入することで、より積極的な利益の株主還元を実施しております。当面、当社が目標とする配当性向は連結

ベース50％としております。 

当社は、中間配当と期末配当の年２回の配当を行うことを基本方針としており、期末配当については株主総会、中

間配当については取締役会が決定機関であります。 

当期の配当につきましては、１株当たり期末配当35円とする旨を、平成27年５月開催予定の当社第68回定時株主総

会に付議する予定であります。その結果、既に実施しております中間配当35円と併せて１株当たり年間配当は70円と

なる予定であります。 

なお、次期の配当につきましては、中間配当35円、期末配当35円の年間配当70円を予定しております。本配当につ

きましては業績の進捗度合いに応じて、適宜、配当性向方針に従い見直しを行ってまいります。 

 

(4）事業等のリスク

当社グループの経営成績及び財政状態等において、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項には、以

下のようなものがあります。

 

①商品戦略

当社グループが取り扱う靴及び衣料品等は、季節性が高く冷夏や暖冬等の天候による影響を受ける可能性がありま

す。またファッションの流行やお客様の嗜好の変化による影響や、競合他社との価格競争によって売上が左右されま

す。これらの要素を勘案して発注計画をたて、仕入を実施いたしますが、需要動向等の変化によっては、当社グルー

プの業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

②店舗賃貸借物件に対する敷金及び保証金

当社グループの店舗の大部分は、ロードサイドの賃借物件で、出店に際し敷金及び保証金を貸主に差し入れてお

り、契約期間満了時まで全額の返還がされません。貸主の信用状況を判断した上で契約締結しておりますが、契約期

間が長期の場合、その間における貸主の倒産等によっては敷金及び保証金の一部または全部が回収出来なくなる可能

性があります。

 

③パートタイム従業員に係る人件費

当社グループは多数のパートタイム従業員を雇用しており、従業者に占める割合が高く、今後の年金等に関する改

正が行われた場合、人件費が増加し、業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

④減損会計の影響

当社グループの所有する固定資産につきましては、「固定資産の減損に係る会計基準」を適用しておりますが、一

部の事業用資産等については、今後更に減損損失が発生する可能性があります。

 

⑤個人情報の取扱

当社グループは、個人情報保護の重要性を充分に認識しており、個人情報保護法の施行に伴い、個人情報保護方

針・マニュアルの策定及び従業員教育を含めた社内体制の強化を推し進めております。しかしながら、個人情報の流

出により問題が発生した場合には、社会的信用の失墜及び損害賠償責任等により、業績等に影響を及ぼす可能性があ

ります。

 

⑥投資有価証券

当社が保有する有価証券は、取引のある金融機関及び企業等の業務上密接な関係にある企業の株式が大半を占めて

おります。しかしながら、投資先の業績不振、証券市場における市況の悪化等により評価損が発生する可能性があり

ます。

 

なお、文中の将来に関する事項は、決算短信提出日現在において判断したものであります。
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２．企業集団の状況

 

 

 （注） 事業の系統図には明示しておりませんが、各社一般仕入先からの仕入がそれぞれあります。
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３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

当社グループは、靴及び衣料品を中心とした専門店チェーンとして、全国の地域社会の皆様に喜ばれる実需型小売

企業として店舗展開を行っており、お客様、株主様、お取引先様等全てのステークホルダーにご満足いただけること

を経営理念として企業活動を行っております。また、近年重要視されているコンプライアンス遵守につきましても、

お客様の生活に密着した社会的に重要度の高い企業として、社内意識を向上させ、今後ともしっかりと取り組んでま

いります。 

 

(2）目標とする経営指標

当社グループにおきましては、自己資本の運用効率を重視し、経営体制の強化を推し進めるために、ＲＯＥ（自己

資本利益率）10％を中長期的な目標としております。 

 

(3）中長期的な会社の経営戦略

当社グループは「その声をカタチに」というコーポレートスローガンのもと、お客様、お取引先様、投資家様、い

ずれとの対話も重視し、継続して行ってまいります。 

出店戦略におきましては、それぞれの地域や施設の特性にあった「立地対応型の店舗業態政策」のもと、出店、改

装とも積極的に推進してまいります。主力業態である「東京靴流通センター」は、地域生活に密着した品揃えと生活

者目線の売場作りを推進し、もう一つの主力業態である「シュープラザ」では、新しいブランド提案や機能の訴求を

強化いたします。また、新たな店舗フォーマットとして、日常のオシャレを提案する「シューズ・パレッタ」を、主

に「靴チヨダ」からの業態変更によって、駅前・商店街等で展開いたします。 

商品政策におきましては、お買い得感・割安感のあるプライベートブランド商品に加え、高付加価値商品、テーマ

やコンセプトのある商品の開発にも注力してまいります。一方で、人気グローバルブランド商品の品揃え充実も図

り、プライベートブランドとナショナルブランドを最適なバランスで共存させる「ハイブリッドＭＤ政策」を全国で

推進いたします。 

以上の施策を始めとし、中期的な経営戦略を着実に実行するために、組織の見直し、設備投資を適切に実施してまい

ります。 

 

(4）会社の対処すべき課題

雇用情勢や所得環境に改善が見られ、国内の消費環境は緩やかに回復することが期待されるものの、競合他社の積

極的な出店等により、厳しい経営環境が続いております。 

こうした中、当社グループでは、客数の回復を最大の課題とし、店舗業態、商品政策、販売促進方法の見直しを行

い、魅力ある売場作りを進めております。これらを全社的に行うため、組織の活性化、情報共有の迅速化、業務の適

正化に取り組んでまいります。 
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
当連結会計年度 

(平成27年２月28日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 55,136 49,457 

受取手形及び売掛金 2,093 2,370 

商品 28,816 33,415 

前払費用 1,274 1,463 

繰延税金資産 684 642 

その他 656 386 

貸倒引当金 △15 △10 

流動資産合計 88,646 87,725 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 ※１ 17,098 ※１ 17,094 

減価償却累計額 △12,045 △11,933 

建物及び構築物（純額） ※１ 5,052 ※１ 5,161 

機械装置及び運搬具 19 8 

減価償却累計額 △16 △5 

機械装置及び運搬具（純額） 2 2 

工具、器具及び備品 4,196 3,857 

減価償却累計額 △3,620 △3,173 

工具、器具及び備品（純額） 575 684 

土地 ※１ 4,307 ※１ 4,216 

リース資産 1,256 1,126 

減価償却累計額 △742 △564 

リース資産（純額） 514 562 

その他 10 3 

有形固定資産合計 10,463 10,630 

無形固定資産 3,690 3,677 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,187 8,558 

長期預金 3,500 3,400 

敷金及び保証金 17,248 16,407 

繰延税金資産 3,187 2,867 

その他 797 721 

貸倒引当金 △92 △67 

投資その他の資産合計 31,828 31,888 

固定資産合計 45,981 46,196 

資産合計 134,628 133,922 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
当連結会計年度 

(平成27年２月28日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 14,875 17,057 

電子記録債務 12,107 13,133 

ファクタリング債務 ※２ 1,606 ※２ 974 

短期借入金 ※１ 740 1,020 

1年内返済予定の長期借入金 ※１ 942 ※１ 762 

リース債務 232 202 

未払費用 2,788 2,942 

未払法人税等 1,877 1,564 

未払消費税等 154 834 

賞与引当金 569 556 

店舗閉鎖損失引当金 18 49 

リース資産減損勘定 164 112 

資産除去債務 40 26 

その他 1,168 1,139 

流動負債合計 37,286 40,377 

固定負債    

長期借入金 ※１ 1,337 ※１ 1,375 

リース債務 329 384 

繰延税金負債 43 40 

退職給付引当金 8,770 － 

退職給付に係る負債 － 5,588 

役員退職慰労引当金 8 9 

転貸損失引当金 455 349 

長期預り保証金 705 649 

長期リース資産減損勘定 156 57 

負ののれん 11 － 

資産除去債務 2,134 2,204 

その他 586 610 

固定負債合計 14,539 11,270 

負債合計 51,825 51,648 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
当連結会計年度 

(平成27年２月28日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,893 6,893 

資本剰余金 7,486 7,486 

利益剰余金 63,405 64,624 

自己株式 △3,520 △5,521 

株主資本合計 74,265 73,482 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,233 3,123 

繰延ヘッジ損益 △16 16 

退職給付に係る調整累計額 － △380 

その他の包括利益累計額合計 2,217 2,760 

新株予約権 124 158 

少数株主持分 6,194 5,872 

純資産合計 82,802 82,273 

負債純資産合計 134,628 133,922 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成27年２月28日) 

売上高 147,423 143,005 

売上原価 75,381 74,000 

売上総利益 72,041 69,005 

販売費及び一般管理費    

広告宣伝費 5,972 5,998 

役員報酬及び給料手当 19,736 19,133 

賞与引当金繰入額 569 556 

退職給付費用 819 849 

役員退職慰労引当金繰入額 1 1 

株式報酬費用 42 33 

地代家賃 16,303 16,028 

減価償却費 1,266 1,400 

貸倒引当金繰入額 △22 △29 

その他 16,820 17,278 

販売費及び一般管理費合計 61,510 61,251 

営業利益 10,531 7,753 

営業外収益    

受取利息 77 83 

受取配当金 68 75 

受取家賃 1,082 990 

受取手数料 229 148 

その他 247 200 

営業外収益合計 1,705 1,499 

営業外費用    

支払利息 42 39 

不動産賃貸費用 986 856 

転貸損失引当金繰入額 65 21 

その他 116 80 

営業外費用合計 1,209 999 

経常利益 11,027 8,253 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成27年２月28日) 

特別利益    

固定資産売却益 ※１ 4 ※１ 2 

店舗閉鎖損失引当金戻入額 0 0 

違約金収入 17 10 

受取補償金 39 21 

特別利益合計 60 35 

特別損失    

固定資産売却損 ※２ 2 ※２ 20 

固定資産除却損 ※３ 41 ※３ 94 

減損損失 ※４ 262 ※４ 432 

店舗閉鎖損失 35 28 

店舗閉鎖損失引当金繰入額 18 49 

リース解約損 0 0 

持分変動損失 6 － 

特別損失合計 366 626 

税金等調整前当期純利益 10,721 7,662 

法人税、住民税及び事業税 4,334 3,450 

法人税等調整額 327 94 

法人税等合計 4,661 3,544 

少数株主損益調整前当期純利益 6,060 4,118 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 212 △47 

当期純利益 5,847 4,165 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成27年２月28日) 

少数株主損益調整前当期純利益 6,060 4,118 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 917 890 

繰延ヘッジ損益 △16 33 

その他の包括利益合計 901 923 

包括利益 6,961 5,041 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 6,749 5,089 

少数株主に係る包括利益 212 △47 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 6,893 7,489 60,126 △3,528 70,980 

当期変動額           

剰余金の配当     △2,566   △2,566 

当期純利益     5,847   5,847 

自己株式の取得       △2 △2 

自己株式の処分   △4   10 6 

自己株式処分差損の振替   2 △2   － 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）           

当期変動額合計 － △2 3,278 8 3,284 

当期末残高 6,893 7,486 63,405 △3,520 74,265 

 

               

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

繰延ヘッジ損
益 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 1,315 － － 1,315 97 6,264 78,658 

当期変動額               

剰余金の配当             △2,566 

当期純利益             5,847 

自己株式の取得             △2 

自己株式の処分             6 

自己株式処分差損の振替             － 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額） 

917 △16 － 901 27 △69 859 

当期変動額合計 917 △16 － 901 27 △69 4,144 

当期末残高 2,233 △16 － 2,217 124 6,194 82,802 

 

- 15 -

㈱チヨダ (8185)         
平成27年２月期　決算短信



当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 6,893 7,486 63,405 △3,520 74,265 

当期変動額           

剰余金の配当     △2,947   △2,947 

当期純利益     4,165   4,165 

自己株式の取得       △2,001 △2,001 

自己株式の処分           

自己株式処分差損の振替           

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）           

当期変動額合計 － － 1,218 △2,001 △783 

当期末残高 6,893 7,486 64,624 △5,521 73,482 

 

               

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

繰延ヘッジ損
益 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 2,233 △16 － 2,217 124 6,194 82,802 

当期変動額               

剰余金の配当             △2,947 

当期純利益             4,165 

自己株式の取得             △2,001 

自己株式の処分             － 

自己株式処分差損の振替             － 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額） 890 33 △380 542 33 △322 254 

当期変動額合計 890 33 △380 542 33 △322 △529 

当期末残高 3,123 16 △380 2,760 158 5,872 82,273 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成27年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 10,721 7,662 

減価償却費 1,305 1,436 

減損損失 262 432 

賃借料との相殺による保証金返還額 759 660 

固定資産売却損益（△は益） △2 18 

固定資産除却損 41 94 

店舗閉鎖損失 35 28 

リース解約損 0 0 

違約金収入 △17 △10 

受取補償金 △39 △21 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △32 △29 

賞与引当金の増減額（△は減少） △35 △12 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 188 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 169 

退職給付信託の設定額 － △4,000 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1 1 

転貸損失引当金の増減額（△は減少） △17 △105 

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △34 30 

受取利息及び受取配当金 △146 △159 

支払利息 42 39 

売上債権の増減額（△は増加） △289 △277 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,397 △4,598 

仕入債務の増減額（△は減少） 210 2,576 

未払消費税等の増減額（△は減少） △170 679 

その他 △256 △10 

小計 11,130 4,606 

利息及び配当金の受取額 87 103 

利息の支払額 △49 △45 

法人税等の支払額 △6,175 △3,844 

法人税等の還付額 1 153 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,993 974 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成27年２月28日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 － △3,400 

定期預金の払戻による収入 2 200 

有形固定資産の取得による支出 △1,311 △1,415 

有形固定資産の売却による収入 51 73 

有形固定資産の除却による支出 △32 △150 

無形固定資産の取得による支出 △134 △64 

投資有価証券の取得による支出 △20 △1 

敷金及び保証金の差入による支出 △571 △529 

敷金及び保証金の回収による収入 758 792 

その他 △8 △13 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,266 △4,507 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 740 1,060 

短期借入金の返済による支出 △740 △780 

長期借入れによる収入 750 1,000 

長期借入金の返済による支出 △1,066 △1,141 

割賦債務の返済による支出 △135 △101 

リース債務の返済による支出 △284 △295 

自己株式の取得による支出 △2 △2,001 

子会社の自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △2,568 △2,947 

少数株主への配当金の支払額 △296 △237 

その他 0 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,604 △5,445 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 122 △8,979 

現金及び現金同等物の期首残高 51,850 51,972 

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 51,972 ※ 42,993 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数   3社

㈱マックハウス

チヨダ物産㈱

㈱アイウォーク

 

２．連結子会社の事業年度等に関する事項

すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

 

３．会計処理基準に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

イ  有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定）を採用しております。

時価のないもの

 移動平均法による原価法を採用しております。

ロ  デリバティブ取引

時価法を採用しております。

ハ  たな卸資産

商品

月別総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

を採用しております。

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ  有形固定資産（リース資産を除く）

定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）及び定期借地権付建物につ

いては定額法）を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物 ３～34年

工具、器具及び備品 ５～10年

ロ  無形固定資産（リース資産を除く）

商標権については、見積有効期間に基づき均等に償却しております。

自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（５年）に基づく定額法によって

おります。

ハ  リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成21年２月28日以前のリ

ース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

(3）重要な引当金の計上基準

イ  貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

ロ  賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、将来の支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を

計上しております。

ハ  店舗閉鎖損失引当金

店舗の閉鎖による損失に備えるため、損失額を見積計上しております。
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ニ  役員退職慰労引当金

役員に対する退職慰労金の支出に充てるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。

ホ  転貸損失引当金

店舗閉店に伴い賃貸借契約の残存期間に発生する損失に備えるため、閉店し転貸を決定した店舗等につ

いて、支払義務のある賃借料から転貸による賃貸料を控除した金額等その損失額を見積計上しておりま

す。

(4）退職給付に係る会計処理の方法

イ  退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につい

ては、期間定額基準によっております。

ロ  数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主として

５年）による定額法により費用処理しております。

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数（主として５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理し

ております。

(5）重要なヘッジ会計の方法

イ ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。また、為替変動リスクのヘッジについて振当処理の要件を充た

している場合には振当処理を採用しております。

ロ ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。

 ヘッジ手段…為替予約

 ヘッジ対象…商品輸入による外貨建営業債務及び外貨建予定取引

ハ ヘッジ方針

外貨建取引の為替相場の変動リスクを回避する目的で為替予約取引を行っており、ヘッジ対象の識別

は個別契約毎に行っております。

ニ ヘッジ有効性評価の方法

振当処理によっている為替予約については、有効性の評価を省略しております。

(6）のれんの償却方法及び償却期間

負ののれんの償却については、５年間の定額法により償却を行っております。

(7）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスク

しか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(8）その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

税抜方式によっております。
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（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退

職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付

に係る負債として計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異を退職給付に係る負債に計上しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結

会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減してお

ります。

 この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が5,588百万円計上されるとともに、その他の包括

利益累計額が380百万円減少しております。

 なお、１株当たり純資産額は、9.86円減少しております。

 

（未適用の会計基準等）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日）及び「退職給付に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日）

１．概要 

 本会計基準等は財務報告を改善する観点及び国際的な動向を踏まえ、未認識数理計算上の差異及び未認識過

去勤務費用の処理方法、退職給付債務及び勤務費用の計算方法並びに開示の拡充を図っております。 

２．適用予定日 

 退職給付債務及び勤務費用の計算方法の改正については、平成28年２月期の期首より適用予定であります。 

３．当該会計基準等の適用による影響 

 連結財務諸表作成時において財務諸表に与える影響は、現在評価中であります。 

 

（追加情報）

 当社は、当連結会計年度において、退職給付財政の更なる健全化を目的に、退職給付信託に現金4,000百万円を

拠出いたしました。これにより、退職給付に係る負債の残高が同額減少しております。

- 21 -

㈱チヨダ (8185)         
平成27年２月期　決算短信



（連結貸借対照表関係）

※１．担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年２月28日）
当連結会計年度

（平成27年２月28日）

建物及び構築物 23百万円 21百万円

土地 337 280

計 360 302

 

担保付債務は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年２月28日）
当連結会計年度

（平成27年２月28日）

短期借入金 240百万円 －百万円

１年内返済予定の長期借入金 66 48

長期借入金 74 148

計 381 196

 

※２．連結子会社㈱マックハウスのファクタリング債務であります。

 

（連結損益計算書関係）

※１．固定資産売却益

前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

 固定資産売却益4百万円は、主に土地の売却によるものであります。

 

当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

 固定資産売却益2百万円は、主に機械装置及び運搬具の売却によるものであります。

 

※２．固定資産売却損

前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

 固定資産売却損2百万円は、建物及び構築物の売却によるものであります。

 

当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

 固定資産売却損20百万円は、土地の売却によるものであります。

 

※３．固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 平成25年３月１日
至 平成26年２月28日）

当連結会計年度
（自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日）

建物及び構築物 24百万円 59百万円

工具、器具及び備品 4 26

リース資産 － 0

その他（撤去費用他） 12 7

計 41 94
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※４．減損損失

 当社、連結子会社㈱マックハウス及び㈱アイウォークは以下の資産グループについて減損損失を計上し

ました。

前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

用途 種類 場所 減損損失(百万円)

店舗

建物及び構築物 
工具、器具及び備品 
リース資産 
投資その他の資産の「その他」 

東京都他 262

 当社、連結子会社㈱マックハウス及び㈱アイウォークは、店舗（転貸資産等）をグルーピングの最小

単位としており、本社設備等を共用資産としております。

 当連結会計年度において、継続的に営業損失を計上している資産グループ及び市場価格が著しく下落

している資産グループにつきまして、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、262百万円を減損損失とし

て特別損失に計上しました。

 その種類別の内訳は以下のとおりであります。

種類 金額 (百万円)

建物及び構築物 201

工具、器具及び備品 23

リース資産 33

投資その他の資産の「その他」 5

合計 262

 なお、資産グループの回収可能価額は、路線価等に基づき算定した正味売却価額と使用価値のいずれ

か高い価額によっております。将来キャッシュ・フローに基づく使用価値が、マイナスであるため回収

可能価額を零としております。

 

当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

用途 種類 場所 減損損失(百万円)

店舗

建物及び構築物 
工具、器具及び備品 
リース資産 
無形固定資産 
投資その他の資産の「その他」 

東京都他 432

 当社、連結子会社㈱マックハウス及び㈱アイウォークは、店舗（転貸資産等）をグルーピングの最小

単位としており、本社設備等を共用資産としております。

 当連結会計年度において、継続的に営業損失を計上している資産グループ及び市場価格が著しく下落

している資産グループにつきまして、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、432百万円を減損損失とし

て特別損失に計上しました。

 その種類別の内訳は以下のとおりであります。

種類 金額 (百万円)

建物及び構築物 325

工具、器具及び備品 40

リース資産 55

無形固定資産 0

投資その他の資産の「その他」 11

合計 432

 なお、資産グループの回収可能価額は、路線価等に基づき算定した正味売却価額と使用価値のいずれ

か高い価額によっております。将来キャッシュ・フローに基づく使用価値が、マイナスであるため回収

可能価額を零としております。
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（連結包括利益計算書関係）

※  その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 
前連結会計年度

（自 平成25年３月１日
至 平成26年２月28日）

当連結会計年度
（自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日）

その他有価証券評価差額金：    

当期発生額 1,415百万円 1,374百万円

組替調整額 － －

税効果調整前 1,415 1,374

税効果額 △497 △483

その他有価証券評価差額金 917 890

繰延ヘッジ損益：    

当期発生額 △17 25

組替調整額 － －

税効果調整前 △17 25

税効果額 1 △8

繰延ヘッジ損益 △16 16

その他の包括利益合計 901 907

 

- 24 -

㈱チヨダ (8185)         
平成27年２月期　決算短信



（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（株）

当連結会計年度増
加株式数（株）

当連結会計年度減
少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式        

普通株式 41,609,996 － － 41,609,996

合計 41,609,996 － － 41,609,996

自己株式        

普通株式（注）１，２ 2,126,267 1,040 6,400 2,120,907

合計 2,126,267 1,040 6,400 2,120,907

 （注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加1,040株は、単元未満株式の買取りによるものであります。

２．普通株式の自己株式の株式数の減少6,400株は、ストック・オプションの行使によるものであります。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳

新株予約権
の目的とな
る株式の種

類

新株予約権の目的となる株式の数（株）
当連結会計
年度末残高
（百万円）

当連結会計
年度期首

当連結会計
年度増加

当連結会計
年度減少

当連結会計
年度末

 提出会社 

（親会社）

 ストック・オプションとし

ての新株予約権
 － － － － － 114

 連結子会社
 ストック・オプションとし

ての新株予約権
 － － － － － 9

 合計  － － － － － 124

 

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成25年５月23日 

定時株主総会
普通株式 1,381 35.00 平成25年２月28日 平成25年５月24日

平成25年10月10日 

取締役会
普通株式 1,184 30.00 平成25年８月31日 平成25年11月５日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成26年５月22日 

定時株主総会
普通株式 1,579 利益剰余金 40.00 平成26年２月28日 平成26年５月23日
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当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（株）

当連結会計年度増
加株式数（株）

当連結会計年度減
少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式        

普通株式 41,609,996 － － 41,609,996

合計 41,609,996 － － 41,609,996

自己株式        

普通株式（注） 2,120,907 872,647 － 2,993,554

合計 2,120,907 872,647 － 2,993,554

 （注）普通株式の自己株式の株式数の増加872,647株は、取締役会決議による自己株式の取得による増加871,800株、

        単元未満株式の買取りによる増加847株であります。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳

新株予約権
の目的とな
る株式の種

類

新株予約権の目的となる株式の数（株）
当連結会計
年度末残高
（百万円）

当連結会計
年度期首

当連結会計
年度増加

当連結会計
年度減少

当連結会計
年度末

 提出会社 

（親会社）

 ストック・オプションとし

ての新株予約権
 － － － － － 140

 連結子会社
 ストック・オプションとし

ての新株予約権
 － － － － － 17

 合計  － － － － － 158

 

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成26年５月22日 

定時株主総会
普通株式 1,579 40.0 平成26年２月28日 平成26年５月23日

平成26年10月３日 

取締役会
普通株式 1,367 35.0 平成26年８月31日 平成26年11月４日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成27年５月21日 

定時株主総会
普通株式 1,351 利益剰余金 35.0 平成27年２月28日 平成27年５月22日

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前連結会計年度

（自 平成25年３月１日
至 平成26年２月28日）

当連結会計年度
（自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日）

現金及び預金勘定 55,136百万円 49,457百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △ 3,163 △ 6,464

現金及び現金同等物 51,972 42,993
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社及び連結子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。

当社グループは商品・サービス等を基礎としたセグメントから構成されており、「靴事業」及び「衣料品事

業」の２つを報告セグメントとしております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

連結財務諸表 

計上額 

（注）２   靴事業 衣料品事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 110,673 36,749 147,423 － 147,423 

セグメント間の内部売上高又
は振替高 

10,615 － 10,615 △10,615 － 

計 121,289 36,749 158,038 △10,615 147,423 

セグメント利益 9,349 1,140 10,490 41 10,531 

セグメント資産 108,675 28,015 136,690 △2,061 134,628 

セグメント負債 40,644 12,033 52,678 △852 51,825 

その他の項目          

減価償却費 1,051 215 1,266 － 1,266 

有形固定資産及び無形固定資
産の増加額 

1,276 639 1,916 － 1,916 

（注）１．調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

連結財務諸表 

計上額 

（注）２   靴事業 衣料品事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 107,054 35,951 143,005 － 143,005 

セグメント間の内部売上高又
は振替高 

10,317 0 10,318 △10,318 － 

計 117,371 35,952 153,323 △10,318 143,005 

セグメント利益 7,570 202 7,772 △18 7,753 

セグメント資産 108,245 27,644 135,889 △1,967 133,922 

セグメント負債 39,583 12,374 51,957 △309 51,648 

その他の項目          

減価償却費 1,082 317 1,400 － 1,400 

有形固定資産及び無形固定資
産の増加額 

1,454 656 2,110 － 2,110 

（注）１．調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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【関連情報】

前連結会計年度（自  平成25年３月１日  至  平成26年２月28日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める顧客がないため、記載を省略

しております。

 

当連結会計年度（自  平成26年３月１日  至  平成27年２月28日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める顧客がないため、記載を省略

しております。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自  平成25年３月１日  至  平成26年２月28日）

      （単位：百万円） 

  靴事業 衣料品事業 全社・消去 合計 

減損損失 162 100 － 262 

 

当連結会計年度（自  平成26年３月１日  至  平成27年２月28日）

      （単位：百万円） 

  靴事業 衣料品事業 全社・消去 合計 

減損損失 240 191 － 432 
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  平成25年３月１日  至  平成26年２月28日）

 報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報はありません。

 なお、報告セグメントに配分されていない負ののれんの当連結会計年度の償却額は14百万円、当連結会計

年度末の未償却残高は11百万円であります。

 

当連結会計年度（自  平成26年３月１日  至  平成27年２月28日）

 報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報はありません。

 なお、報告セグメントに配分されていない負ののれんの当連結会計年度の償却額は11百万円、当連結会計

年度末の未償却残高はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自  平成25年３月１日  至  平成26年２月28日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自  平成26年３月１日  至  平成27年２月28日）

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
 
 

前連結会計年度
（自 平成25年３月１日
至 平成26年２月28日）

当連結会計年度
（自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日）

１株当たり純資産額 1,936.82円 1,974.36円

１株当たり当期純利益金額 148.08円 106.79円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 147.74円 106.50円

 （注）１．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年２月28日）
当連結会計年度

（平成27年２月28日）

 純資産の部の合計額（百万円） 82,802 82,273

純資産の部の合計額から控除する金額

（百万円）
6,319 6,031

（うち新株予約権（百万円）） (124) (158)

（うち少数株主持分（百万円）） (6,194) (5,872)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 76,483 76,242

１株当たり純資産額の算定に用いられた期

末の普通株式の数（株）
39,489,089 38,616,442

 （注）２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前連結会計年度

(自 平成25年３月１日
至 平成26年２月28日)

当連結会計年度
(自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日)

１株当たり当期純利益金額    

当期純利益金額（百万円） 5,847 4,165

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（百万円） 5,847 4,165

期中平均株式数（株） 39,488,804 39,011,093

     

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額    

当期純利益調整額（百万円） △0 －

（うち連結子会社の潜在株式による調

整額（百万円））
(△0) (－)

普通株式増加数（株） 89,085 105,254

（うち新株予約権（株）） (89,085) (105,254)

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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５．個別財務諸表

（１）貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成26年２月28日) 
当事業年度 

(平成27年２月28日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 42,103 39,807 

受取手形 0 0 

売掛金 1,605 1,720 

商品 19,364 20,502 

貯蔵品 0 0 

前渡金 0 4 

前払費用 921 1,135 

繰延税金資産 555 474 

その他 351 153 

貸倒引当金 △13 △8 

流動資産合計 64,889 63,791 

固定資産    

有形固定資産    

建物 4,538 4,503 

減価償却累計額 △2,679 △2,859 

建物（純額） 1,859 1,643 

建物附属設備 6,426 6,519 

減価償却累計額 △4,838 △4,773 

建物附属設備（純額） 1,587 1,745 

構築物 1,165 1,131 

減価償却累計額 △1,012 △1,004 

構築物（純額） 152 127 

車両運搬具 19 6 

減価償却累計額 △16 △5 

車両運搬具（純額） 2 1 

工具、器具及び備品 2,864 2,536 

減価償却累計額 △2,416 △2,020 

工具、器具及び備品（純額） 448 516 

土地 3,775 3,741 

リース資産 1,245 1,108 

減価償却累計額 △737 △557 

リース資産（純額） 507 551 

建設仮勘定 6 3 

有形固定資産合計 8,340 8,332 

無形固定資産    

借地権 3,357 3,357 

商標権 25 6 

ソフトウエア 90 85 

その他 2 0 

無形固定資産合計 3,476 3,450 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成26年２月28日) 
当事業年度 

(平成27年２月28日) 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,154 8,525 

関係会社株式 1,223 1,223 

出資金 2 2 

関係会社長期貸付金 350 350 

破産更生債権等 15 14 

長期前払費用 302 269 

繰延税金資産 2,426 1,940 

長期預金 3,500 3,400 

敷金及び保証金 11,910 11,352 

その他 194 150 

貸倒引当金 △404 △387 

投資その他の資産合計 26,675 26,841 

固定資産合計 38,492 38,623 

資産合計 103,381 102,415 

負債の部    

流動負債    

支払手形 3,399 3,233 

電子記録債務 12,080 13,048 

買掛金 4,618 5,292 

1年内返済予定の長期借入金 131 － 

リース債務 230 199 

未払金 80 115 

未払費用 1,926 2,080 

未払法人税等 1,787 1,461 

未払消費税等 154 794 

預り金 142 281 

前受収益 81 75 

賞与引当金 464 460 

店舗閉鎖損失引当金 7 4 

設備関係支払手形 50 44 

営業外電子記録債務 90 142 

リース資産減損勘定 20 18 

資産除去債務 17 3 

その他 96 96 

流動負債合計 25,381 27,354 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成26年２月28日) 
当事業年度 

(平成27年２月28日) 

固定負債    

リース債務 323 376 

退職給付引当金 6,919 3,104 

債務保証損失引当金 500 500 

転貸損失引当金 226 187 

長期預り保証金 539 488 

長期前受収益 20 15 

長期リース資産減損勘定 48 29 

資産除去債務 1,473 1,501 

その他 462 470 

固定負債合計 10,512 6,675 

負債合計 35,893 34,029 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,893 6,893 

資本剰余金    

資本準備金 7,486 7,486 

資本剰余金合計 7,486 7,486 

利益剰余金    

利益準備金 845 845 

その他利益剰余金    

別途積立金 45,000 45,000 

繰越利益剰余金 8,433 10,416 

利益剰余金合計 54,279 56,261 

自己株式 △3,520 △5,521 

株主資本合計 65,139 65,120 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 2,233 3,125 

評価・換算差額等合計 2,233 3,125 

新株予約権 114 140 

純資産合計 67,487 68,385 

負債純資産合計 103,381 102,415 
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（２）損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

当事業年度 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成27年２月28日) 

売上高 107,220 103,615 

売上原価    

商品期首たな卸高 18,542 19,364 

当期商品仕入高 55,892 54,871 

合計 74,434 74,236 

他勘定振替高 96 － 

商品期末たな卸高 19,364 20,502 

商品売上原価 54,972 53,733 

売上総利益 52,247 49,881 

販売費及び一般管理費    

広告宣伝費 4,223 4,178 

役員報酬及び給料手当 14,374 13,714 

賞与引当金繰入額 464 460 

退職給付費用 679 708 

株式報酬費用 33 25 

地代家賃 11,082 10,867 

減価償却費 993 1,026 

貸倒引当金繰入額 △14 △21 

その他の経費 10,983 11,191 

販売費及び一般管理費合計 42,822 42,151 

営業利益 9,425 7,730 

営業外収益    

受取利息 50 48 

有価証券利息 13 24 

受取配当金 561 450 

受取家賃 781 726 

受取手数料 196 109 

仕入割引 15 8 

投資事業組合運用益 － 3 

雑収入 154 92 

営業外収益合計 1,772 1,463 

営業外費用    

支払利息 4 2 

不動産賃貸費用 683 608 

転貸損失引当金繰入額 65 21 

投資事業組合運用損 2 － 

雑損失 47 18 

営業外費用合計 803 650 

経常利益 10,395 8,543 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

当事業年度 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成27年２月28日) 

特別利益    

固定資産売却益 － 2 

違約金収入 8 10 

受取補償金 39 10 

店舗閉鎖損失引当金戻入額 0 0 

特別利益合計 47 23 

特別損失    

固定資産除却損 14 54 

減損損失 155 224 

店舗閉鎖損失 35 1 

店舗閉鎖損失引当金繰入額 7 4 

リース解約損 0 0 

特別損失合計 213 284 

税引前当期純利益 10,229 8,282 

法人税、住民税及び事業税 3,919 3,271 

法人税等調整額 78 81 

法人税等合計 3,997 3,353 

当期純利益 6,231 4,929 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

              (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金
合計   別途積立金 繰越利益剰

余金 

当期首残高 6,893 7,486 2 7,489 845 42,000 7,770 50,616 

当期変動額                 

剰余金の配当             △2,566 △2,566 

当期純利益             6,231 6,231 

別途積立金の積立           3,000 △3,000 － 

自己株式の取得                 

自己株式の処分     △4 △4         

自己株式処分差損の振替     2 2     △2 △2 

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）                 

当期変動額合計 － － △2 △2 － 3,000 663 3,663 

当期末残高 6,893 7,486 － 7,486 845 45,000 8,433 54,279 

 

           

  株主資本 評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 その他有価証券

評価差額金 
評価・換算差額
等合計 

当期首残高 △3,528 61,470 1,314 1,314 87 62,871 

当期変動額             

剰余金の配当   △2,566       △2,566 

当期純利益   6,231       6,231 

別途積立金の積立   －       － 

自己株式の取得 △2 △2       △2 

自己株式の処分 10 6       6 

自己株式処分差損の振替   －       － 

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）     918 918 27 946 

当期変動額合計 8 3,669 918 918 27 4,615 

当期末残高 △3,520 65,139 2,233 2,233 114 67,487 
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当事業年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

              (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 
その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金
合計   別途積立金 

繰越利益剰
余金 

当期首残高 6,893 7,486 － 7,486 845 45,000 8,433 54,279 

当期変動額                 

剰余金の配当             △2,947 △2,947 

当期純利益             4,929 4,929 

別途積立金の積立                 

自己株式の取得                 

自己株式の処分                 

自己株式処分差損の振替                 

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）                 

当期変動額合計 － － － － － － 1,982 1,982 

当期末残高 6,893 7,486 － 7,486 845 45,000 10,416 56,261 

 

           

  株主資本 評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 

その他有価証券
評価差額金 

評価・換算差額
等合計 

当期首残高 △3,520 65,139 2,233 2,233 114 67,487 

当期変動額             

剰余金の配当   △2,947       △2,947 

当期純利益   4,929       4,929 

別途積立金の積立           － 

自己株式の取得 △2,001 △2,001       △2,001 

自己株式の処分           － 

自己株式処分差損の振替           － 

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）     891 891 25 917 

当期変動額合計 △2,001 △19 891 891 25 898 

当期末残高 △5,521 65,120 3,125 3,125 140 68,385 
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６．その他

（１）役員の異動

①代表取締役の異動

該当事項はありません。

 

②その他の役員の異動

・退任予定取締役

取締役経理部長  成田  裕

 

③退任予定日

平成27年５月21日

 

（２）販売の状況

①セグメント別販売実績

  （単位 百万円）
 

セグメント別

前連結会計年度
（自 平成25年３月１日
至 平成26年２月28日）

当連結会計年度
（自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日）

増減
（△は減）

前年比

金額 構成比率 金額 構成比率 金額

    ％   ％   ％

靴事業 110,673 75.1 107,054 74.9 △3,619 96.7

衣料品事業 36,749 24.9 35,951 25.1 △798 97.8

合計 147,423 100.0 143,005 100.0 △4,417 97.0

 

②提出会社商品別販売実績

  （単位 百万円）
 

商品別

前事業年度
（自 平成25年３月１日
至 平成26年２月28日）

当事業年度
（自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日）

増減
（△は減）

前年比

金額 構成比率 金額 構成比率 金額

    ％   ％   ％

紳士靴 27,720 25.9 27,392 26.4 △328 98.8

婦人靴 24,482 22.8 23,121 22.3 △1,360 94.4

子供靴 10,624 9.9 10,103 9.8 △521 95.1

ゴム・運動靴 36,447 34.0 35,564 34.3 △883 97.6

ヘップ・サンダル 4,790 4.5 4,290 4.2 △499 89.6

その他 3,154 2.9 3,142 3.0 △12 99.6

合計 107,220 100.0 103,615 100.0 △3,604 96.6
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